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　我らがベルリン古楽アカデミー（以下AKAMUS）が帰ってくる!!

　ヴェニス・バロック・オーケストラ、アルス・アンティクヮ・オーストリア、

フライブルク・バロック・オーケストラ、イル・ジャルディーノ・アルモニコ…

等、開館以来、継続してヨーロッパ古楽シーンの最先端をホットな形で日本

に紹介してきたTOPPANホール。その中核を担うアンサンブルのひとつが

このAKAMUSだ。2010年から幾度となく出演し様々なプログラムを聴

かせてくれたが、コロナ禍もあって7年ぶりとなる今回は、原点に還って

J.S.バッハと向き合う2つのコンサートをお届けする。　　

　1980年代、まだ壁の向こう側だった旧東ドイツに誕生した先鋭古楽

アンサンブルは、壁崩壊後の荒波も乗り越え、40年以上にもわたって古楽

界の最先端を色褪せることなく走り続けている。それは本当に凄いことだ。

今回はコンチェルト・ケルンから移籍した新しいリーダーである平崎真弓、

創設メンバーでもあり、当初TOPPANホールへの登場に力を貸してくれた

チェンバロのラファエル･アルパーマン、そして管楽器セクションを牽引

するオーボエの人気奏者クセニア・レフラーが交替でソロを担い、コン

サートに彩りを添える。

　第1夜〈Pure Bach〉は、J.S.バッハの協奏曲の魅力にどっぷりと浸る

一夜。バッハが独自の目線でその魅力を高めた協奏曲のおもしろさや華や

かさを堪能するプログラムが編まれている。しかもよく見ると、管弦楽組

曲第2番は「第1稿」と思われる弦楽だけで演奏される版を演奏する。

オーボエ・ダモーレ協奏曲の第2楽章は《復活祭オラトリオ》BWV249の

アダージョに置換されている。これはレフラーのアイデアに因るらしい。

第2夜〈Bach＆Beyond〉冒頭に置かれた管弦楽組曲第3番も前日の第2番

同様に、第1稿の弦楽版が聴ける。また前日演奏されたオーボエ協奏曲 

BWV1056Rが2日目はチェンバロ協奏曲 BWV1056として、 形と調性（ト短

調→ヘ短調）とを変えて演奏される。AKAMUSを牽引する2人のソリスト

で聴き比べできるというファン垂涎の贅沢な楽しみが仕組まれている。

2日間聴いてこそ、このプログラムの醍醐味を余すところなく味わえる

こと間違いなしだ。今回の大きな特徴は、アカデミックな研究の成果も

盛り込みながら、それを遊び心のオブラートで包むというエンタメ精神

と創意工夫が随所に見て取れること。これこそ彼らの魅力の源泉、そして

矜持と自信を感じさせるプログラムだ。そしてそれは同時に、TOPPAN

ホール及びその聴衆への信頼の証ともいえよう。なんとしても時間を作って

両日、全曲を制覇したくなるようなAKAMUSのJ.S.バッハプログラムが

誕生した。

プログラミング･ ディレクター　西巻正史


